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・ 定試 における 文 用 文の 度  
 

 （ 大学  
 

・ 定試 で 用さ ている 文 用の 文を し, 文 と の 度を ・ した。

その結果, そ の試 で 用さ ている 文 用の 文の文 , の 度にはかな の が

ることが 明した。文 , の らに関しても, センター試 と ルの 度のものか

ら, センター試 よ 度の高い 大学の 個 試 と ルの 度のものまで た。ま

た 度の 度の 文を 用している ・ 定試 も , 度に の る 文を

用している ・ 定試 も ることが か た。 
 

  

2020 度よ 現 のセンター試 に代 る大学入

学 通テストが ま , 時に 間業者による の

・ 定試 の本 的な 用も まる。受 が

個々の ・ 定試 の目的や を したうえで

用する試 を選 ことが望ましいが, 現 ではこ

らの試 に いて さ ているとはいいがたい。 
こ まで の入試 題に関する研究では  文と

の 度に いて多 の研究が行 てきた。

文の 度を 定するためには    

な のリー リティ が用いら  の

度を 定するためには らかの ータ ース

を用いてカ ー を 定するな の方法が ら てき

た。例え  2006 は  国立・ 立の 1994
と 2004 の個 試 の 題に いて  のリー

リティ を用いて し  ２ の の 度は

じで  その ルは の 者にと

ても大 しい ルで ると報告している。また

（2011 は  大学入試センター試 と個 試

で 用さ る に いて  中学・高 の 教科書

と   を用いて し  

「 しか た」と た 2009 のセンター試 の

題は  中学・高 の 教科書 でのカ ー が

91.8 と例 よ か たこと  個 大学入試 題の

度 ルは中学・高 教科書と して明ら

かに 度が高いことを報告している。  

 入試 題と に中学・高 の教科書を対象に 文

や の 度を する研究も めら てきた。例

え  2015 は  中学・高 ・大学の 教科書

と大学入試センター試 およ 個 入試の 文に い

てリー リティを し  中学 と高 １ の間

には大きな ャップが すること  センター試 の

度は  高 の上の ルの教科書の 的 度

よ もやや高  力の上位 の受 者の が必

要と る国立大学の入試 題はセンター試 の

度よ もさらに高いことな を報告している。 

 方  ・ 定試 に いては  試 の実施 体

が らの試 に いて したものや が受

対象の で ・ 定試 の をまとめたもの

な は しているが  ま な研究は行 てい

ないのが実情で る。 

 そこで本研究では, の入試 題においては

が中 とな ていることを み, ・ 定試 で

用さ ている 文 用の 文を し, 文 と

用 の 度を ・ することで, そ の

・ 定試 が と 異を明らかにすること

を目的とする。 

  
  

 文 

大学入学 通テストで 用さ る の ・ 定

試 として大学入試センターに の た試 のう

, 以 の試 の 文 用 文を対象とする。なお

本 文では250 以上の 文を 文 用の 文と 
定 する。 

 （２   GTEC（Advanced  
 TEAP       （以上，日本の実施 体  
 IELTS（アカ ミッ ・ ジ ール  
 ン リッジ （PET: Preliminary English 

   Test  TOEFL（以上， 外の実施 体 １)  

そ の試 の に 用した 文は以 の通

で る。 

2017 度 ２回２ 用 題 
GTEC Advancedのサンプル 題 
TEAP サ ト２) で 開している見本 題 
TOEFL 「ETS 認 ド TOEFL iBT（
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CD-ROM Educational Testing Service（ETS
日本  林  出 McGraw-Hill 出  
2013」に さ ているリー ィング 題

 
IELTS サ ト ) で 開さ ているアカ

ミッ ・ ジ ールのサンプルテスト 
 
大学入学 通テストの 試 は 2023 度までの

実施は ま ているが, そ 以 に いては ・

定試 の実施・活用 等の 後に めら ること

にな ている。大学入学 通テストの 試 が実施

さ な な た 合, ・ 定試 が大学入学 通

テストや個 試 の代 の試 として 用さ る 能

性も る。そのため現行のセンター試 （2017 度

本試 と 大学の個 試 （2017 度 の

文 用 文も のため本 文の 対象とした。 
なお 題に 用さ ている 250 以上の 文に

いては , , 等, 題 成者によ て

さ たものは き, また に , , 文
な を する 題が る 合には, に を入

た上で文 の 度の調査を行 た。 
また の いている は, たとえ しい で

ても受 にと てはすでに の か ている と

なるため, の 度の の には, 上 の

を行 た文 からす て した上で を行 た。 
 

  

文 用 文の 度は「文 の 度」と「

の 度」の の から 定を行 た。 
 

 文  

文 の 度を 化するためにLexile Measure ) 

を 用した。Lexile Measureは米国MetaMetrics
が開発した で, 「 文 た の さ」と「 の

出現 度」で文 の 度を 定する。 文の さが 
, の出現 度が ない文 は 度が高 , 

文が , の出現 度が多い文 は 度が

いという考えに基 で る。この は

900L, 1000L のように に L の を けて さ

, の大きい方が 度が高い。例え 大

（2016 によ , 高等学 の ミ ニ ーション

の 定教科書（内容が しめで１ ッスンの

も多いタ プ の は 915L とな ている。この

は, 文 の 度と み の 力を じ で

すことができるため, み の 力に合 たテキ

ストを すときな に 外で 活用さ ている。

としてはテキストフ ル化した調査対象の 文を

Lexile Analyzer ) という ールにかけ, Lexile 
Measure を 出した。この は元々 者

を対象にしたものなので, 外国 としての 学 者

に対しても じように適用できるのか うかは今後の

を たな てはならないが, じ が の 度

し ているかという 文の 現上の も

考 した で るため, 本研究では たる とし

て 用した。 
また の教育関 者によ て 的に 用さ

ている  Flesch Reading Ease と Flesch-Kincaid 
Grade Levelの の も 性 のために 用

した。こ らの は, 「 文 た の さ」と「

た の 」を元に 々の に基 いて

出さ る。 文の さが , の の

多い文 は 度が高 , 文が , の

が い文 は 度が いという考えに基

で る。Flesch Reading Ease のス アは から

100までの で さ , 60 70が 的な しさで, 
が さい 文が しいことを す。2017 度

センター試 の の 文は 67.1, 2017 度

大学 試 １ の 文は 50.2 で た（ , 
。 

また Flesch-Kincaid Grade Level は Flesch 
Reading Ease の に改 を えたもので, 結果が

米国の学 の ・ の ルを す で さ

(%) (%)
（2 ） 4 1237 309 3 1022 5 60 6 3 0 2 2 97 9

（ n ） 3 1190 396 7 936 7 67 2 7 0 0 0 0 100 0
4 16 7 421 1042 5 53 3 10 2 4 2 2 97
3 2150 2750 642 1220 0 50 7 11 3 20 4 7 5 92 5
3 1941 647 0 1213 3 43 0 12 2 27 7 9 7 90 3

ン ッ （ ） 3 1350 450 0 1146 7 61 2 10 0 3 0 1 2 9
3 3 1593 1693 477 9 1096 9 56 0 10 0 9 3 96 2

（ ） ン 3 1770 590 0 963 3 6 4 7 7 0 0 0 0 100 0
（ ） 大学 2 1763 1 5 1235 0 46 7 12 1 30 0 5 91 5

7) 3 2150 2750 の

・

大
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るもので, 「 」は 学 ル, 「 」な

ら中学 ルの 文で ることを す。2017
度センター試 の は 8.4 なので中学２ , 

2017 度 大学 試 １ の 題は 11.8 なので

高 直 度となる。Flesch Reading Easeと
Flesch-Kincaid Grade Level は Word の 機能に

も 用さ てお , 機能をオンにす スペル ッ

後に「 みやすさの評価」としてス アが さ

る。こ らの 定には ット上で 開さ ている

Readability Formulas ) のAutomatic Readability 
Checkerを 用した。 

 
  

 の 度を 化するために「 ル

ッカー」 を 用した。「 ル ッカー」

では中学・高 の 定教科書とセンター試 10
（2008-2017 本試 のみ の ータ ースを基

に 文の ル ッ を行 た。 題で 用

さ る 文の と異 , を め, 文

中の異 における の （ と高 ま

での教科書 センター試 で る で 文が

の 度カ ーさ ているかというカ ー を調査し

た。なお本 文ではこの ータ ースに入 ていない

, すな 「中学・高 の教科書で学 でいる , 
10 間のセンター試 で出題さ た 以

外の 」を と定 する。また は文中に

し出現しても１ と える異 で えた。  
 
  

  参  

文  

  Lexile Measure の がセンター試 と最も

か たのは GTEC で た。 , TEAP はセンタ

ー試 よ やや し , 次いで ン リッジ , 
TOEFL, IELTS と し な ている。IELTS と

TOEFL は 1200L を えているが, こ は 大の

個 試 題の 度（1235L に い。 の

の でも じ 向を している。Flesch 
Kincaid Grade ではセンター試 と GTEC がアメリ

カの中学１ ル, が中学２ , TEAP と

ン リッジ が高 １ , IRLTSが高 ２ , 
TOEFLが高 ルで た。 
 
 
 
 

  

 総 は GTEC, の 1200 後から

IELTS の 2450 まで, およそ２ の開きが る。

ン リッジ を いて 外に本部の る実施 体

（以 外 体 の試 の方が が多い 向が

見ら る。大 １ た の も , 
GTEC, TEAPがそ 309.9, 396.7, 421.8で ,
ン リッジ が し多い 450, そして IELTS, 

TOEFLがそ 642.8, 647.0と 外 体の方が

めの 文を出題している 向が る。センター試 の

総 は 1770 で , こ は調査した ・

定試 の 1642.5 に い。またセンタ

ー試 の大 １ た の は 590 なの

でこ は 外 体の試 の に い。 
 高 までの教科書とセンター試 の ータ ー

スでのカ ー は, GTEC が 100%, ,  TEAP, 
ン リッジ も 100%で , １題 た の

も から 度で る。そ に対し IELTS
と TOEFL のカ ー はそ 92.5%, 90.3%とや

や開きが る。この のカ ー は 大学の

91.5%に い。また１題 た に き 20 を える

も ま ている。 
 

  

  

（文 ２A, ２B の 文はそ 260 度で

Lexile Measure が 990L と 980L と じ ル

で た。 また A, B の 文もともに 360
度で Lexile Measure が 1020L と 1100L と じ

ルで た。 の の にも じ 向が見ら

るので, ２ る大 とに , 度が

じの２ の 文を 用していることがうかがえる。

Flesch Kincaid Grade によ , いたいアメリカ

の中学１ から中学 の ルの 度で る。 
（ １題に がせい い る けなので, 

センター試 みと える。 
 
 

（ ）

2 259 990 61 6 5 131 1 0 99 2
2 25 9 0 65 4 7 7 113 5 4 4 95 6
3 359 1020 56 6 9 2 15 1 0 6 99 4
3 361 1100 59 6 9 176 5 2 97 2

1237 57 12
309 3 1022 5 60 6 144 5 3 0 2 2 97 9

ッ
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（文 出題さ ている の 度に大きな が

ることが で る。この はセンター試 の 成と 
ている。２ の Lexile Measure の 1300L は今回

調査した ・ 定試 のす ての 題の中で最も

度が高 ,  の 560L は最も 度が い。セ

ンター試 の 的な 度と 度の 度の 文

が 題, そしてその 題よ かな しい 文が 題

とかな しい 文が 題出題さ , すると

センター試 と ルの 度とな ている。

Flesch Kincaid Grade ではアメリカの 学 ２

から高 の ルで た。 
（ に いてはす ての 題で が で

た。  
 

  

 

（文 270 後の 度の 度の 文が２

題と, が の 580 後でやや しい

文が２題出題さ ている。 と 開発した けに, 
２ る大 とに , 度が じの２

の 文を 用するという 題 成がとてもよ てい

る。た し よ は 題間の 度の は し大き

な ている。Flesch Kincaid Grade ではアメリカ

の中学２ から高 ２ ルで る。 
（ はさ 多 はないが, 後の 題に行

とに し の 用が えている。 
 

  

（文 Readability の の とも いたい

の 度の 文を 用している。IELTS が 開して

いるサンプル 題は抜 とな てお , か １回の

試 での出題 よ も多 開さ ている。 サ

ト ) によ ,「文 の さは 体で2150  
2750 」と 明さ ているので, サンプル 題で

開さ ているような 文からい かを出題し, 総
を 制していると さ る。なお 中の総

に いては中 を い 2450 とした。また異 と

の総 に いては, １回 の試 の総 とな

らないため 入していない。Flesch Kincaid Grade
ではアメリカの高 １ から高 ルで

る。 
（ は から 33 と 題によ て ら

きが る。 
 

  

（文 600 度で 度が 等の 文が

ている。Flesch Kincaid Grade では高 １ か

ら大学１ 度とな ている。なお IELTS と

TOEFL の の 文に いては Lexile Measure と

の の で 度の 向が異な ている。 
（ １題 た の が 20 30 , カ ー

が 90% 後とやや い。 
 

  

（文 も 度もやや異なる の 文を 用

している。Lexile Measure はセンター試 の 的

な 度と てやや高めで る。Flesch Kincaid 
Grade では中学２ から高 度の 文が 用

さ ている。 

（ ）

1 397 950 65 6 7 7 1 5 0 0 100
2 31 1300 43 4 12 9 167 0 0 100
3 475 560 92 6 2 9 203 0 0 100

1190 555 0
396 7 936 7 67 2 7 1 5 0 0 0 0 0 100

ッ

（ ）

3 1 270 9 0 5 6 141 0 0 100
3 2 274 1040 59 6 9 6 135 2 1 5 9 5
3 1 5 0 1150 50 6 11 1 253 3 2 96
3 2 563 1000 44 4 11 2 227 9 4 96

16 7 756 19
421 1042 5 53 3 10 2 1 9 0 4 2 2 97

ッ

（ ）

1 336 1230 53 1 10 9 165 6 3 6 96 4
2 667 1240 50 5 10 9 309 16 5 2 94
3 550 12 0 51 2 11 3 229 29 12 7 7 3
4 1104 11 0 49 9 11 4 399 33 3 91 7
5 557 0 1170 4 7 12 1 240 1 0 7 5 92 5

2150
2750

642 1220 0 50 7 11 3 26 4 20 4 7 5 92 5

ッ

3 2150 2750

（ ）

1 664 1170 33 5 13 5 299 32 10 7 9 3
2 661 1220 41 12 2 271 24 9 91 1
3 616 1250 53 6 10 9 2 4 27 9 5 90 5

1941 54 3
647 0 1213 3 43 0 12 2 2 4 7 27 7 9 7 90 3

ッ
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（ １題 た の が , カ ー

も100% と センター試 みで る。 
 

  

（文 の 題の 度の が大きい。Flesch 
Kincaid Gradeでアメリカの 学 から高 ２

までの が る。 
（ ータ ースの基 なのでカ ー 100%で

る。 
 

  

（文 度の高い 度の 文が２題出題さ て

いる。Flesch Kincaid Grade ではアメリカの高 ２

から ルで る。 
（ が１題に き 25 と 35 と多い。カ

ー も90% 後で る。 

 

 考   

  文  

個々の ・ 定試 の 題 との を見ると

GTEC が560L から1300L, センター試 が 600L か

ら 1220L と 度に な が るのに対し, 
は 980L から 1100L, TEAP が 980L から 1150L, 
ン リッジ が 1070L から 1270L, IELTS が

1170L から 1280L, TOEFL が 1170L から 1250L と

い も 度に大きな はなか た。センター試

と GTEC は い学力の受 に対 するため, こ
のような 度に の る 成にな ていると

る。また IELTS と TOEFL は の ・ 定試 に

ると 的に高めにな ている。 サ ト ) 
によ TOEFL は「アメリカ, リス, オースト

ラリア, ニ ージーランド, カナ の ての大学

をはじめとした, 130 カ国 10,000 以上の機関が, 
TOEFL テストス アを 能力の 明, 入学や

入学, 学金, 業の基 として 用しています。」

と るように の多 の大学で 学 望者の

力を るために 用さ ている。また IELTS も

サ ト 10) で「 リス, オーストラリア, カナ , 
ニ ージーランドの ての高等教育機関で認めら

てお , アメリカでも TOEFL に代 る試 とし

て入学 査の に 用する教育機関が 3,000 を え, 
力 明のグロー ルスタン ードテストとして世

中で受 者が え続けています。」と , 
TOEFL に の 学 望者の 力を 明

する試 として 用さ ている。たとえ 大学入学後

に 学関 のプログラムに することを考えている

受 にはメリットとなる といえる。 てこ

ら の試 で る 用の 文が, の ・

定試 で る 用の 文よ も 度がやや

高 な ているのは なことで ると る。

考までに米国の学 の学 で 度を す Flesch-
Kincaid Grade Level では IELTS が高 １ から

高 ル, TOEFL は高 １ から大学１

ルとな ている。 
ン リッジ は 外 体による試 で るが, 
サ ト 11 によ 「日本の大学 の試 ー

タをもとに 1980 代に 開発さ た試 が,今日の

PET（B１ ルの中 試 の にな ているな

, 日本の学 教育との 関性が高いことが か ま

す。」と るように日本 学 者の ータを元に開発

さ たことが かる。また のように受 が か

か ているため, の 学に 用する 合

には, 今回の調査で 用した PET よ 度の高い

フ ースト（FCE , アド ンスト（CAE , プロフ

ィシ ンシー（CPE な を受 することが多い。

そのため PET では TOEFL, IELTS しい 文

が 用さ ていないと る。 
 10 は 能 ・ 定試 会 12)が運営

する「 能試 情報サ ト」13) で さ てい

る ・ 定試 とCEFR との対 から今回調査対

象とした試 を せたもので る。今回の調査で, 
出する の が け 用する 文の 度の 

（ ン ッ ）

2 611 1070 61 7 9 2 253 6 2 4 97 6
3 452 1270 44 7 12 7 236 3 1 3 9 7
4 2 7 1100 77 1 14 0 0 100

1350 637 9
450 0 1146 7 61 2 10 0 212 3 3 0 1 2 9

ン ッ ッ

（ ン ）

4 499 1220 50 1 11 3 200 0 0 100
5 67 600 1 3 3 5 1 0 0 100
6 593 1070 67 1 4 577 0 0 100

1770 135 0
590 0 963 6 4 7 7 452 7 0 0 0 0 100

ッン

（ 大学）

1 994 1250 50 2 11 406 25 6 20 93
2 769 1220 43 2 12 3 324 35 10 9 2

1763 730 60
1 5 1235 0 46 7 12 1 365 0 30 0 5 91 5

大学
ッ
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も いという けではないということが か た。 
GTEC のように い 度の 文を 用して

に ス アを 出している ・ 定試 も  
, IELTSのように の 度の 文を 用し

てB１からC２までの のス アを 出している

・ 定試 も る。 実施 体によ て考え方, 
出方法等が行 ていることが かる。また のこ

とでは るが , ン リッジ のように, 
に か て 題を課す 合には対象となる は

な ている。 
 

  

 に いては, 国内の実施 体による ・ 定

試 の , GTEC, TEAP と 外 体の ン リッ

ジ に いては センター試 と 等の 度の

で 成さ ていたが, 外 体の IELTS と

TOEFL に いてはやや の 用 が高か た。日

本の実施 体による ・ 定試 は として日本で

学 教育を受け, 日本国内の大学 の 学を考えてい

る受 を対象として さ ているのでセンター試

と 等の 度の で 成さ ているのは に

ないが, 外実施 体による ン リッジ

（PET も にセンター試 と 等の 度の

で 成さ ていることが か た。 
IELTS と TOEFL は 4.1 で たように の

大学 の 学 望者の 力を 明するために 用さ

ている試 で るため, 用 もその目的に う

ためのものとな ていると考えら る。 
 

  以上の結果から かるように 2020 度よ 本 的

に大学入試で 用さ る ・ 定試 の 文

用 文の 度にはかな の が る。大 に

す , 文 においては GTEC は センター試

と ルの 度, IELTSとTOEFLが 大の個

試 と ルの 度, そして と TEAP, 
ン リッジ がその中間に位 する 度で た。

に関しては IELTS とTOEFL が 大の 個

試 と ルの 度,そ 以外に関してはセン

ター試 と ルで た。 
また 度の 度の 文を 用している

・ 定試 も , 度に が る 文を

用している ・ 定試 も た。このような違

いは, そ の ・ 定試 が の 度の 力

の受 を 定しているか, また のような目的の試

なのか, のような方法でス アを 出するかな

の違いによ て じていると る。 
 
  

 センター試 の後 で る大学入学 通テストの

題は 2023 度まで 続することは ま ている

が, 度以 は 定で る。もしな な た 合に

は ・ 定試 がその役割を う 能性が高いが,
果たしてそこに 題はないので うか。今後, の

能の試 内容に いても を行い, ・ 定

試 を 通テストの代 の試 として 用することの

に いて する必要が ると る。その

に考えら る としては, 例え リスニングで

, リスニング用の 文の 度, ラ ティングでは, 
書かせる , テー , 試 時間, ス ーキングでは, 
試 時間, （個 か か, 対面か ン ータ

ーか な が考えら るで う。 
 また IELTS と TOEFL の の 文と ン リッ

ジ の の 文に いては Lexile Measure と

の の で異な た 度の 向を している。

体例を ると TOEFL の１ と を する

と, Lexile Measureでは１ が1170L, が1250L
と の方が しいと さ ているが, Flesch-
Kincaid Grade Level では１ が 13.5, が 10.9
と の方が しいと さ ている。 文の 度を

面のみで 化することの で ると る。

今回の において 外実施 体の試 にのみこの

向が ていることが なる なのか, そ とも

の要 が しているのか, な は今後 明す き課

題として ている。 
 なお今回の調査は, 用さ ている 文の 度で

て, 題の 度ではない。たとえ 度の

高い 文を 用しても な 題を ることは 能

ではないし, その も 能で る。今後は 題内容の

・ , るいは 度の 等の が めら

よう。 
また ・ 定試 の として「高等学 学

要 との 合性が ら ていること。」（文部科学

省, 2017 と るので, 今後, ・ 定試 の

10 ・ の （ 30 3)

1 2 1 2 1 2
（2 ）

（ n ）

ン ッ （ ）

資格・検定試験における長文読解用英文の難易度比較
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題は高等学 学 要 を に いて修 ・

が えら る 能性が る。今研究は まで 2018
２ 19 日 で入 できたサンプル 題を し

た結果で ることを最後に け えておきたい。 
 
 

)  に いては  の  

では合 で 300 以上の 文も出題さ ているが  

告とそ と関連する内容の メールな  異

な た の文書が組み合 さ ているものが と

で る。そのため 力以外の  例え 文書の

を した上で情報を すな の能力も る内

容とな ているため  本研究の調査対象からは 外し

た。 ン リッジ の  ２も の 文で 成

さ ている 題で るが  じ の 文が続いて出

ているため  受 者が通して 文を ことが 定さ

るので調査対象として た。 
２) http://media.eiken.or.jp/teap/reading/teap_ 

sample_reading.pdf （2017.11.  
) https://www.ielts.org/about-the-test/sample-

test-questions （2018.２.22  
) https://www.lexile.com/ (2018. . )  
) https://lexile.com/educators/tools-to-support-

reading-at-school/tools-to-determine-a-books-
complexity/the-lexile-analyzer/ （2018.２.22  
) www.readabilityformulas.com/flesch-grade-

level-readability-formula.php （2018.２.22  
) ル ッカー 2017 [CD-ROM] ーキ

ャスト 
) http://www.eiken.or.jp/ielts/test/pdf/info_for 
_candidates_japanese.pdf  (2018. . ) 
) https://www.cieej.or.jp/toefl/toefl/index.html
（2018.２.  

10) www.eiken.or.jp/ielts/merit/ （2018.２.  
11) http://www.cambridgeenglish.org/jp/images 
 /177172-for-schools-cos-relationship-flyer.pdf  

（2018.２.  
12) 成 26 12 に 能に たるテストの学

の 業や大学入学者選抜等における活用を促 する

ことを目的に文部科学省に発 した「 力評価

入学者選抜における の ・ 定試 の活用

促 に関する連 議会」に する の試 運

営 体による 会。教育関 者,受 者, 者等

に, ータルサ トの運営や 等を通して,適
か 的な 能試 の内容・ ル・活

用事例等の情報提供を行うことを目的とする。 

13) http:// skills.jp/qualification/comparison_cefr. 
html （2018.２.23  
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